
 

 

 

 

 

 

 

第 2161回例会 

2023 年 12 月 4日(月)  
美登利 19:00～ 

年次総会 

お誕生日、結婚記念日のお祝い 

 

１．開会点鐘 

２．国歌斉唱             「君が代」 

３．ロータリーソング        「奉仕の理想」 

４．ゲスト紹介 

 米山記念奨学生 ファム・ドウ・ヒエン さん 

５．出席報告 

会員総数 40名 出席者数 34 名 

出席義務規定適用免除会員  2 名 

出席率 89.47%  前回修正出席率 68.42% 

 

６．会長スピ-チ          会長 岸   友子 君 

みなさん、こんばんは。年末の

お忙しい中多数ご出席ありがとう

ございます。今年は秋がなく夏か

ら一気に冬になった感じなので、

結構寒さが身に染みていますが

どうやら暖冬のようですね。私事

ですが、先週インフルエンザの予

防接種もし、12月中旬には 7回目のコロナワクチンも

接種予定で、残すところ半年のロータリー後半戦の

皆勤に備えようと思っています。 

本日は 12月第 1例会です。今月、お誕生日、ご結婚

記念日を迎えられるみなさんおめでとうございます。

米山奨学生のファム・ドウ・ヒエンさんが月次訪問日で

お越しいただいております。ようこそおいでください

ました。 

 さて、12 月は「疾病予防と治療月間」です。流行の

新型コロナウィルスやインフルエンザに感染しないよ

うに予防することはもちろんのこと、現在かかってい

る病気を徹底的に治す努力をすることが大事だと思

います。ロータリーの友 12月号には「認知症を知り、

共に生きる地域づくり」という特集が組まれており、

また、広報かいなん 12 月号にも「認知症市民講演会

レポート」として 10/1に開催された講演会の内容が

紹介されていました。世界一の長寿国の日本は高齢

者人口の増加に伴い認知症発症者数も増加の一途

をたどっています。海南市の講演会講師のお一人は、

41歳の時に若年性アルツハイマー型認知症と診断さ

れ、現在は団体の代表として認知症の方々のサポー

トをしておられるそうです。病気になると孤独になり

ます。家族が、仲間が患者さんを支え、地域社会が協

力体制を整え、ロータリークラブもお力添えできれば

と思います。 

 本日の例会は定款第７条第２節に謳われている年

次総会です。役員を選挙するため、現年度の収入と

収支を含む中間報告及び前年度の財務報告を発表

するための年次総会は、細則第５条第１節により、毎

年１２月第１例会に開催し、次年度の役員と理事の選挙

を行うとされています。例会終了後年次総会を執り

行いますのでよろしくお願いいたします。 

 

７．幹事報告                幹事 角谷 太基 君 

〇例会臨時変更のお知らせ 

 粉河 RC １２月１３日（水）→ １３日（水） 

１８：００～ ダイワロイネットホテル和歌山 

広東料理「蘭香園」（忘年家族例会） 

和歌山東南 RC １２月２７日（水）→ ２３日（土） 

１８：３０～ ホテルアバローム紀の国 

「クリスマス親睦家族例会」 

〇例会休会のお知らせ 

和歌山東南 RC １２月１３日（水） 

粉河 RC    １２月２７日（水） 

高野山 RC   １２月２９日（金） 

田辺東 RC   １月３日（水） １７日（水） ３１日（水） 

〇ガバナー事務所及びガバナーエレクト事務所 

 年末・年始休暇のお知らせ  

   １２月２８日（木）～１月８日（月・祝） 

〇12 月ロータリーレート 

  １＄＝１４7円 
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会長 岸  友子   幹事 角谷 太基   ＳＡＡ 田中 祥秀 

D i s t r i c t  2 6 4 0  J a p a n 

 CLUB JAPAN 

ＲＩ会長 ゴードン R.マッキナリー 



８．米山功労者の表彰 

 小椋 孝一 君 

 

 

 

 

 

 

 

９．米山記念奨学金の贈呈  

 米山記念奨学生 ファム・トゥ・ヒエン さん 

 

 

 

 

 
             何時も有難うございます。 

 

10．年次総会         会長 岸   友子 君 

 早いもので、今年度も半年が過ぎ前

期が終わろうとしています。先程述べ

ましたように、当クラブ定款・細則の規

定により、本日１２月第１例会が年次総会

となります。予算、中間報告の承認と次

年度の理事・役員の選出をお諮りします。 

指名委員会で推薦された次年度の理事・役員の候

補者は満場一致で選出されました。 
 

 

 

 

 

 

次年度理事・役員 (敬称略) 

会長（エレクト）  田岡 郁敏  

直前会長     岸 友子  

会長ノミニー   大江 久夫 

副会長      前田 克仁 

幹 事      楠部  均 

会場監督       前田 誠吏 

会 計      谷脇 良樹 

理 事      宇恵 久視 

理 事      角谷 太基 

理 事      岡  洋平 

理 事      田中  淳 

理 事      榊原 由希子 

理 事     上野山 雅也 

 

10．閉会点鐘 

 
次回例会  第 2162 回 2023年 12月 11(月) 

            海南商工会議所 4F 12:30～ 
 

ゲスト卓話  

（株）オプラス 社長 上中 嵩司 様  

「和歌山東ロータリークラブ」について 
 

 

 

Happy birthday！ 

12 月のお祝い 

○会員誕生日 

１４日 宇恵 久視 君  １６日 田岡 郁敏 君 

１７日 寺下  卓 君 

○奥様・旦那様誕生日 

２１日 重光 りえ 様     ２４日 奥   昌美 様 

２７日 中西 尚子 様 

○結婚記念日 

６日 前田 克仁 君 

○一般ニコニコ 

角谷 太基 君 中間会計報告、数字の桁間違えま

した。ネットサギにあいました。 

奥  喜全 君 最近、出来ることが増えました。 

新垣 直樹 君 奥先生が見えて嬉しいです。 

上野山雅也君 次年度会長の田岡さん、その次の

会長、少々心配です。 

花畑 重靖 君 京都に行きます。 

山東 剛一 君 最近、少々勝手つんぼです。 

谷脇 良樹 君  大江ノミニー喜んでいます。 

土井 元司 君 この１年ありがとうございました。 

小椋 孝一 君 米山功労者マルチプル７回目です。 

桑添  剛 君 奥先生、久しぶりに例会でお会い

出来てよかったです。 

楠部  均 君 最近、うれしいこと２つありました。 

寺下  卓 君 ８〇会、欠席ですみません。家内と

旅行に行ってきました。 

上中 嗣郎 君 花田さんの次かな？８２歳です。 

才力 昭浩 君 同級生と京都へゴルフ、夜は楽しく

て。 

山名 正一 君 上中さんご夫婦とハワイへ行って

きました。関空でトラブルがあり、

羽田から出発しました。 

箕嶋 利一 君 土・日・月とゴルフ入っています。 

魚谷 幸司 君 岸会長、あと半年、奥先生宜しく！ 

前田 克仁 君 あれが流行大賞、あと３年は大丈

夫、阪神ネタでがんばります。 

田岡 郁敏 君 娘の駅伝の試合を観に淡路島に行

ってきました。 

岸  友子 君 あと半年で会長が終了、頑張ろう。 

綛田さよ志君 仕事で久しぶりにアロチのラウンジ

に行ってきました。孫が出来て顔が

優しくなったと言われました。 

楠山友加江君 孫が誰にでもママというようにな

りました。 

中村 俊之 君 あと半年あっという間です。 

宇恵 久視 君 １週間ほど家で食事をしなかったの

で、奥さんの機嫌が悪いです。 

千賀 知起 君 ヒエンさんとお会いできでよかっ

たです。 

前田 誠吏君  トウモロコシが届きました。去年の

新春夫婦例会の商品です。 



倉橋 利徳 君 クリニックの前の道の拡張工事で

駐車場が取られましたが、横の土地

が手に入りました。 

重光 孝義 君 タイへ行って来ました。 

上田 善計 君 １１月１２日にひ孫が生まれました。 

大江 久夫 君 今から、会長ノミニーにプレッシャ

ー。 

中西 秀文 君 あと半年しかないので、岸会長 

頑張ってください。 

榊原由希子君 米山奨学金生のヒエンさん１/２８ベ

トナム料理ホーとデザート皆さんに

ヒエンさん。           

山畑 弥生 君 岸会長、半年間ご苦労様でした。 

田中  淳 君 車、ぶつけました。 

 

 

 

 

ロータリー健康な地域社会チャレンジ 
 

ロータリーの大規模

プログラム補助金の

最初の受領プログラ

ム「マラリアのないザ

ンビアのためのパート

ナー」の成功を受け、

ビル＆メリンダ・ゲイツ

財団とワールドビジョ

ンとの戦略的パートナ

ーシップを土台とする

新たな疾病の予防・治療の補助金プログラムを創設

する機会がもたらされています。 

「ロータリー健康な地域社会チャレンジ」は、2024

年から 2027 年まで、アフリカの 4 カ国で実施されま

す。このチャレンジは、対象国のロータリー会員に長

期的なリソースを提供し、5 歳未満の子どもの最大の

死因であるマラリア、下気道感染症、下痢などの重病

や死亡を減らすための大規模で効果の高いプログ

ラムを実施できるようにするものです。これらのプロ

グラムは、弱い立場にある人びとに焦点を当て、持

続可能な保健システムの利用と品質を高めます。 

ロータリーの大規模プログラム補助金の第 1 回受

領プログラム「マラリアのないザンビアのためのパ

ートナー」は、ロータリーとビル＆メリンダ・ゲイツ財

団およびワールドビジョンとの戦略的パートナーシッ

プを生かす機会となりました。この成功を受け、疾病

予防と治療に関する新しい補助金プログラム「ロー

タリー健康な地域社会チャレンジ」が導入されること

になりました。このチャレンジは、2024年から 2027年

にかけて 4 カ国で実施されます。受領者は、シンガポ

ール ロータリー国際大会にて発表されます。 

「ロータリー健康な地域社会チャレンジ」は、対象

国のロータリー会員に長期的なリソースを提供し、5

歳未満の子どもの最大の死因であるマラリア、肺炎、

下痢などの重病や死亡を減らすための大規模で効

果の高いプログラムを実施できるようにするもので

す。このチャレンジは、弱い立場にある人びとに焦点

を当て、持続可能な地域社会保健システムを向上さ

せることを目的としています。 

参加 4カ国（ザンビア、コンゴ民主共和国、モザンビ

ーク、ナイジェリア）は、疾病の深刻さ、国内における

ロータリー会員の参加と存在、パートナーシップの可

能性、保健省の戦略との整合性に基づいて選ばれま

した。「ロータリー健康な地域社会チャレンジ」は、ロ

ータリアンによる主導の下、支援します。各国の申請

者は、高い成果と永続的な変化をもたらせるプログ

ラムを構築し、成果を測定するために強力なモニタ

リングと評価のシステムを使用する必要があります。 

マラリア、下気道感染症、下痢性疾患は、2000 年以

降大幅に減少したにもかかわらず、主にサハラ以南

のアフリカでは、いまだに5歳未満の子どもたちの非

致死性あるいは致死性の疾病の主な原因の一つと

なっており、この地域では 2017年、この年齢層の 100

万人が死亡しました。ポリオ根絶活動の一環として地

域社会を基盤に築かれたインフラは、世界の保健に

おいて 

末永く続く恩恵をもたらしました。これは現在、ほ

かの疾病から数百万の人びとを守るためにも役立て

られます。 

 

RI会長からのメッセージ(12 月) 

RI会長 ゴードン R. マッキナリー 
 

 私は、12月にドバイ（アラブ首

長国連邦）で開催される国連気

候変動枠組条約第 28回締約国

会議（COP28）に出席します。そこ

で、気候とメンタルヘルスという

二つの世界的な危機のつながり

について話す予定です。世界保

健機関（WHO）が指摘しているよ

うに、気候変動は、家や生活の混乱など、精神衛生上

の問題のリスク要因を悪化させると言われています。

災害による精神的な苦痛により、回復と立ち直りが

難しくなります。  

 ロータリーのパートナーであるシェルターボックス

は、国際的な災害救援慈善団体であり、緊急避難所、

必需品、技術サポートを提供し、約 100カ国で 250万

人以上の避難民を支援してきました。今月のメッセー

ジでは、シェルターボックス CEOのサンジ・スリカンサ

ンさんのお話を紹介したいと思います。スリカンサン

さんは、災害を表す言葉を選ぶことが重要であると

説明しています。 

 「自然」災害という用語は、熱帯暴風雨、洪水、地震、

火山噴火を表すために長い間使われてきましたが、

現在では、この用語を急速に変えていく必要があり

ます。「自然」というと無害に聞こえるかもしれませ

んが、私たちは必ずしもこの用語を正しく使ってきた

わけではありません。被災地での活動を通じて学ん

だのは、この用語が、こうした甚大な被害は防ぎよ



うがないものだという危険な迷信を作りだしてしま

っているということです。このような誤解を招く有害

な考えは、支援を必要とする人びとを助けるための

行動の欠如につながる可能性があります。 

 つまり、私たちが使用する言葉は重要であるとい

うことです。災害を「自然」として見なすと、自然と人

間の行動の複雑な相互作用や、それが世界中の地域

社会にどのような影響を与えるかについての認識が

難くなってしまいます。 

 地震、津波、火山噴火、強烈な嵐、干ばつ、洪水は

地球における自然なプロセスとして発生します。しか

し、これらの出来事が人や環境にどのような影響を

与えるかによって、「災害」であるかどうかが決まり

ます。この場合の「災害」とは、人びとが住む場所、家

の種類、政情不安、弱い立場にある人たちを守るた

めの積極的な措置の欠如といった人間的な要素に

よって影響を受ける結果を指します。つまり、災害と

はリソースや権力へのアクセスにおける体系的な不

平等の結果だということです。私たちがどこに住み、

どれだけのお金を持っているかが、しばしば回復力

を左右します。最も影響を受けているのは、貧困の中

で暮らしている人びとであり、自らを守る手段がほと

んどなく、次の出来事に耐えるための手段もほとん

どありません。  

 これらの出来事を「自然」なものと見なすことで、

私たちは弱い立場にある地域社会を守るための積

極的な措置の必要性を弱め、疎外された恵まれない

地域社会に大きな影響を与えている社会的、経済的、

政治的な不安といった根底にある問題を覆い隠して

しまうのです。私たちのチームは、不平等、貧困、都市

化、森林破壊、気候危機などの問題がどのように地

域社会を脆弱化しているかを目の当たりにしていま

す。 

 シェルターボックスでは、単に「災害」と表現する場

合もあれば、極端な天気、地震、津波、火山噴火をよ

り具体的に表現する場合もあります。これまでのやり

方をやめて、なぜ人びとが甚大な被害を被っている

かを正しく反映する言葉の使用を心掛けていただく

ことを皆さまに強くお願いいたします。 

 そうすることで初めて、脆弱性の根底にある原因

に取り組み、被災した地域社会を守るために必要な

投資、リソース、積極的な措置を講じて、すべての人

にとってより公正で公平な未来に向けて取り組む道

が開かれます。 

 「災害」は自然のものではありません。「自然」とい

う表現はやめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 世界がつながるにつれ、専門家たちは社会問題を

グローバルに捉えるようになっています。それは心

に関しても同様です。グローバル・メンタルヘルスと

いう新たな学問分野では、各国でどのように心理的

問題が診断され、治療が行われているのかを探求し

ています。 

 最近、ロータリークラブと地区は、キングス・カレッ

ジ・ロンドンとロンドン大学衛生熱帯医学大学院でグロ

ーバル・メンタルヘルスを学ぶ 4 名の学生を支援しま

した。これらの学生は、心の健康に影響を与える社会

的傾向、文化的慣習、政治的・経済的背景について研

究を行っています。 

 ロータリークラブと地区の支援を受け、新しい学

問分野の発展に取り組む奨学生をご紹介します。 

ジェイデン・ジョイナー（Jaeden Joyner） 

スポンサー：Chiswick & Brentford ロータリークラブ

（英国）、および第 6860 地区（米国） 

この修士課程を見つけ

るまで、グローバル・メン

タルヘルスが独立した分

野だとは知りませんでし

た。この修士課程では、

公衆衛生と、文化的認識

や文化の違いを医療に

取り入れることに重点を

置いています。 

メンタルヘルスの状態

には実にさまざまな違い

があることを学びました。世界のどこにいるかによっ

て症状は異なり、 メンタルヘルスの問題に対する考

え方も、人によってまったく異なります。例えば、

“depression”（うつ病）や“anxiety”（不安症）という言

葉は使わない国もたくさんあります。「うつ病を治療

する」と言っても、何のことか分からない人もいるで

しょう。言葉だけでなく、概念がまったく異なること

もあります。インドの「声が聞こえる」女性の話を読ん

だことがありますが、西洋の概念では、おそらく統合

失調症と診断されるでしょう。しかし、彼女の文化で

は、それはスピリチュアルなものと結びつけられます。 

また、中低所得国におけるメンタルヘルスのインフラ

ストラクチャーの中での活動にも重点を置いていま

す。多くの国では、メンタルヘルスの専門家がほとん

どいません。そのため、コミュニティ・ヘルスワーカー

を代わりに起用することが非常に多いのです。これ

らのヘルスワーカーは、低度の介入を行うための訓

練を受けたコミュニティのメンバーです。その好例が、

ジンバブエのフレンドシップ・ベンチです。 

 

 

 

 

 

 

 


